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Abstract

　 The　cffect9．　ofdecapitatjon 　and 　defbiiatjon　just　after　pinching　oll　the　plant　form　were 　examined 　in　order 　to　develop　methods

of　inducjng　branching　in　flowcring　oabbage （Bra∬ ’σo　oteracea 　L．　Acephata　Group）wjth 　three　lateral　branchos　for　bedd 更ng

plants．　When 　
‘
Hatsuyurne

’
was 　sown 　in　early　July，　hard　pinching　at　potting　after　four　weeks 　causcd 　the　plant　form　of．臼owering

cabbage 　to　becQme　more 　compacL 　It　was 　clear　that　removing 　thc　upper 出ree　leaves　just　after　p加ching 　e 幵bctively　produced

branches　I’rom 　axillary 　budg．．especj 乱11y　iパ Suruga　no 　hatsuhi’，
’
Fuyubeni

’
，
‘Hatsubeni’a皿d　

‘Hat　g．　uyume ’．
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緒　　言

　ア ブ ラ ナ 科植物 の ハ ボ タ ン （Brassica　oteracea 　L．　Accphala

Group） は，耐寒性 を 有 し，着色 し た ロ ゼ ッ ト葉 を 観賞す

る 日本 に お ける 冬季 の 代表的 な花き品 目の
一

つ で ある．こ

浙．ま で，大株 の 地 掘 りハ ボ タ ン が 栽培 さ れ，正 月用 の 寄せ

植 え材料 と し て，広 く普及 し て きた ．さ ら に，切 り花 と し

て 品種育成 が さ れ ，ポ ッ ト栽培 に よ る 小型 ハ ボ タ ン が生 産

さ れ る な ど，多様 な用 途 で 利用 さ れ て い る．ポ ヅ ト栽 培 に

よ る 小型 ハ ボ タ ン の 栽培技術 に つ い て は，わ い 化剤 の 処理

が 生育に 及ぼ す影響 （池田，1985） や 播種期 と11丁［
1
］質 との 関

係に っ い て 詳細に 検討 され て お り （池 田 ら，1989）．コ ン テ

ナ 寄植え 素材
．
や ハ ン ギ ン グバ ス ケ ッ ト苗に 用 い られ る よ う

に な っ て きて い る （池 田，2002）．

　近年，ポ ッ ト栽培 に よ る 小型 ハ ボ タ ン の 新規 品 目 と し て

摘心 に よ り 3 本以上 の 側枝を 伸長 さ せ る マ ル チ ヘ ッ ド ハ ボ

タ ン や お ど り仕立 て の ポ ッ トハ ボ タ ン が 流通 し 〔池 田，

2002），今後 の 需要が 期待 さ れ る．し か し，ポ ッ ト栽 培 に お

い て 摘心 を 行 っ た 場含，側枝数は 2 本以下 とな る こ とが 多

く，3 木以 ヒの 側枝 を確保す る 生産技術 に つ い て の 知見ぱ

ほ とん どない ．

2Go7 年 s 月 31 日　受f・1．2007 年 11 月 26　H 　受理，
本研究 の

・
部 は 園芸学 会 平 成 19年 度 春季 大 会 で 発 表 し た．
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　そ こ で ，本 釧究 で は，3 本 以上 の 側 枝 を 持 つ お ど り仕 s？r

て ポ ソ ト ハ ボ タ ン の 仕立 て 技術 の 開 発を 目的 と し て，摘 心

時期，摘心 強度，摘心 時 の 摘葉 処 埋 法 お よび 品種が 草姿に

及 ぼ す 影 響 に つ い て 検討 した の で ，そ の 概要を 報告す る，

材料および方法

1．摘心 時期，摘心 強度がハ ボタン の 草姿に 及ぼす影響

　 （試 験 1）

　切 り花 用 品 種
‘
初 夢

’
を 供試 し，2003 年 7 刀 3 日 に 調整

ピート を充 填 した 288 穴 深 型 セ ル ト レ イ （1 セ ル 容量 IOmL ）

に 播 種 した．栽培 期 間 中 の か ん 水 は 頭 上 か ん 水 に よ り行 っ

た．ガ ラ ス 温 室内で 育苗 し，発芽揃 い 期 に ダ ミ ノ ジ ッ ド

8，000　ppm を セ ル b レ イ 1 ト レ イ 当た り20　mL 茎葉散布 し た．

培養 十 は ピート モ ス 5 ： もみ殻 くん 炭 2 ：パ ー
ラ イ ト 1 ：ま さ

土 2 （容積 比） を混合 した もの を用 い ，溶出期間 140 日 タ

イ プ の 緩効性 被覆肥料 （N ：P
！
Os ：K

，
O − 14 ：12 ；14）4g ・L1 ，

粉 状 炭 酸 苦 十．石 灰 3g 。L1 お よ び よ う りん 1g ・L
−］

を そ れ ぞ

れ混 和 し た．鉢 上 げ は 7 月 23 日 に 行 い ，栽培容器 は 7 ．5　cm

径 の 黒 ポ リ ポ ッ ト を用 い た．鉢上 げ後 は 露地 で 管理 し，鉢

上 げ 4 週 間 目 に 緩効 性 固形 肥 料 （N ； P20s ；K20 ＝8 ：12 ：10

％） を ポ ソ ト 当 た り 0，8g 施 用 し，工0 月 E旬以降 に 液肥

（N ：P205 ：K20 ＝15 ：15 ： 15％ ）1，500倍液を 月 2 回施用 した ．

摘心 時期 と して 鉢 上 げ 2 週間後 と 4 週間後の 2 水準，摘 心

強度 と して 弱 （葉身長 O．5 〜1cm の 葉の 基部直下か ら頂端

分 裂組織を 含む 上部組織を 除去）と強 （葉身長 3 〜4cm の

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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第 1表 　摘心 時 期，摘心 強度 の 違 い が
‘
初夢

’
の 草姿 に 及 ぼ す 影響

　 摘心 時期
　 　 　 　 　 　 　 摘 心 強度
（鉢上 げ後週 数）

丈

ω

草

¢

分 枝位置
7

　 （cm ）

最 長 側 枝 長 　　平 均 側 枝長

　 〔。m ）　 　 　 （cm ）

側枝 数 　 　　有 効側 枝数 ｝

〔本／株 ）　　　 （本／ 株）

2 週 間

2 週 間

4週 間

4 週 問

弱

強

弱

強

23．723
．922
．819
．7

9、77
，410
．27
．8

14．316
．512
．4

冂 ．8

13．8B
．79
．310
．6

L51

、62
，32
．5

1．31
．5222

．0

X

差
翰
冒有

摘心 時期

摘 心 強 度

交 互作 用

＊

　
＊

　

＊

＊

　
＊

　

＊

n．S．
＊＊

n ．s．

＊ ＊

n．s．
＊ ＊

＊ ＊

n，S．
n．S．

＊ ＊

11．s．
ll．S．

＊＊

n．s．
n ．s．

Z

地際 か ら最 ト位 倶lj枝 基部 上 部 ま で の 長 さ

｝ 5cm 以上 の 側枝の 総数
X

二 元 配置 分 散 分 析 に よ り，n．s．：有意 差 な し，＊ ＊ ’1％ 水準 で 有意 差 が あ る こ とを尓 す

第 2 表 摘 心時 の 摘葉 枚数 の 違 い が
‘
初 夢

’
の 草姿に 及 ぼ す影響

摘葉枚数

　 〔枚）

草丈

（じm ）

分枝位置
z

　 （cm ）

最長 側枝長

　 Ccm）
平均 側枝 長

　 （cm ）

側 枝数

〔本／株）

有効側 枝数 ン

　〔本／侏〕

0 （無 摘葉 ）

　 　 1

　 　 2

　 　 3

　 　 4

15．4abX16
．7b16
，0b14
．4al5
．2　ab

4．5a4
．6a4
．8a4
．5a4
．5a

ll．2ab12
．3bU
．5ablO
，1all
．Oab

10．2bl1
．4　blO
．3　b85a9

，8ab

2．6a2
．4a2
．5a3
．6b3
，7b

2、Oab1
．Sa2
．Oab2
．9c2
．3bo

Z

地際 か ら最上 位側 枝基 部 E部 ま で の 長 さ

yscm 以．E−tの 側 枝 の 総数
1

同
一

カ ラ ム ，異 英 文字 間 で 5％水準 で 有 意 差が あ る こ と を 示 す （テ ユ…キーの HSD 検 定）

第 1 図 摘心 時 の 摘葉 が 初 夢 の 側 枝 の 発 生時期 に 及 ぼ す影 響

　　 A ：無摘葉　B ：4 枚摘葉

　　 矢 印は 萌芽 した 側 枝 を 示 す

葉の 基部直下 か ら頂 端 分 裂 組 織 を 含 む 上 部組 織 を 除去 ） の

2水 準を 設 け た，1 区 18 株 とし，11月 120 に 草丈，分枝位置

〔地 際 か ら最上 位側 枝基 部上 部 ま で の 長 さ），側枝長，側枝

数，有効側枝数 （側 枝長 5cm 以 上 の 側枝 の 数）を 調査 した ．

2．摘 心 時の 摘葉枚数が ハ ボタ ン の 草姿 に及 ぼす 影響

　 （試験 2）

　栽培 ・管理 方法 は試験 1 に 準 じた．た だ し，ダ ミ ノ ジ ッ

ド 8，000　ppm を 鉢上 げ 3 日後 に 株 当た り lmL 茎 葉散布 し

た ．
‘
初夢

’
を 供試品種 と し，2004年 7月 5 日 に 播種 し，7

月 20 目 に 鉢上 げ，8 月 17 口 に 強 摘 心 し た．摘心 時に 葉身

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society for Horticultural Science (JSHS)

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　for 　Hortioultural 　Soienoe 　（JSHS ｝

園学研．（Hort．　Res．（Japan）） 7 （2）：223−226．2008． 225

第 3 表 　摘心 時 の 葉の 切除 部位 の 違 い が 初 夢
，

の 草姿に及ぼ す影響

切除 部位
丈

面

草

¢

分 枝位置
z

　 （cm ）

最 長側枝 長

　 （cm ）

平均側 枝長

　 〔cm ）

側 枝数

体 ／株 ）

有効 側枝 数 ン

　（本 ／株 ）

無処 理

葉身先端部 よ り半 分

葉身 の み

葉身 と葉 柄

15．4 ゴ

14．2a14
．4al4
．4　a

4．5a4
，7a4
、6a4
．5a

11．2b9
．8a10
．1ablO
．lab

10．2b9
．Ob9
，lb8
．sa

2．6ab2
．4a3
．lbc3
，6c

2．Oa1
．9al
．9a2
．9b

z

地 際か ら最 1．位 側 枝基 部上 部 まで の 長 さ

｝ 5cm 以 上 の 側 枝の 総数
x

同
一カ ラ ム ，異 英文字 間 で 5％ 水 準 で 有 意差 が あ る こ と を 示 す 〔テ ユ

ー
キ
ー

の HSD 検 定）

32

．52

　
　　　　
5
　
　　　　
1

難

樫

亟
摂

に

o、5o

　 ｝
「

ab

毆闘
aabz

＊ ab

蠶
騨 ab

＊ 嗣bb

＊ b

　壽騨
灘
靆

＊ b

蕪

 
a

爨
龝

鑾

鼎 醤

盡
欝

攀 鑾

钁
鬱

躍

a 爨
蠹

轟
鰤

鐚
鑼
灘

ム
ー

ンライト　 雪あ か り　 駿河 の 初 日　 　 冬紅

　 　 　 　 　 　 　 　 　 晶 種

初紅 初夢

第 2 図　摘葉処理 が 品種別の 有効側枝発生 数に 及 ぼ す影 響

　 　
z

同
一

品 種 内に お い て，処 理 区間 に 1％ 水準 で 有意 差が

　　　 ある こ とを 示 す （LSD 法）

　 　 y 同
・
処 理 区内 に お い て ，異英 文 字 間 で 5％ 水準 で 有 意

　　　 差が あ る こ と を 示 す （テ ユーキーの HSD 検定 ）

と葉柄 を 含む 全葉摘葉 を 衡い，摘心 後 の 最 ヒ位葉位 か ら 0，

1，2，3，4 枚 を切 除 し た 5 水準を 設けた ，11月 16 口に 草丈，

分 枝位 置，側 枝長，側枝数，有効側枝数 を調査 した ．

3．摘心 時の 葉の 切 除部位 がハ ボ タン の 草姿 に 及ぼす影響

　 （試験 3）

　 栽 培 ・管理 方法は 試験 2 と 同様 と し た，葉 の 切除 は，摘

心 後 の 最上 位 葉位 か ら 3 番 日 ま で 行 い，摘葉 な し，葉身先

端 部 よ り半 分 を切 除，葉身の み を 切 除，葉身 と葉柄 を 切除

し た 4 水 準 を設けた ．ll丿Jl6 凵 に 草丈，分枝位置，側枝

長，側枝数，有効側枝数 を 調査 し た．

4．摘葉処理 が 品種別 の 側枝発生数 に 及ぼす影響 （試験 4）

　栽培
・
管理 方法 は 試験 2 に 準 じた ，2005年 7 月 1 日 に 播

種 し，7 月 14 日に 鉢 Eげ，8 月 12 ヒiに 強摘心 し た ．供試 pHu

種 は
‘
ム ー

ン ラ イ ト
’

t 雪 あ か ヅ ，酸 河の 初 日
’
，
‘
冬紅

’
，

‘
初紅 お よ び 初 夢

’
の 6 水準，摘葉処理 は 摘心 時 に 葉身

と 葉柄を 含む全葉摘葉 を 行い ，摘心 後 の 最上 位葉位 か ら O，
3枚 を それ ぞれ 切除す る 2水 準 を 設 けた ．11月 28 日に 有効 側

枝数を調査 した．

有意 に 低 くな っ た 〔第 1 表），分枝位置 は 摘心 時期 に か か わ

らず，摘心 強度 が 強 い 場 合 に 有意 に 低 くな っ た ．最長 側枝

長，平 均 側 枝 長 は 摘 心 強 度 に か か わ らず，鉢 上 げ 4 週 問 目

の 摘 心 に よ っ て 有 意 に 短 くな った ．側 枝 数 は 摘 心 強 度 に か

か わ らず 鉢 上 げ 4 週 間 日の 摘 心 に よ っ て 2 本 以 H とな り，

有 意 に 多 か っ た．

2．摘心 時 の摘葉枚数 がハ ボ タ ンの 草姿 に及 ぼす 影響

　 （試験 2）

　摘心 時 の 3 枚摘葉 処 理 に よ っ て 草丈 は 14．4　eni と最 も低

く，最 長 側 枝長 は 10．1cm ，平 均 側 枝 長 は 8．5・cm で そ れ ぞ

れ 最 も短 くな っ た （第 2 表 ），摘葉枚数 の 違 い に よ っ て 分枝

位 置 に 差 は な か っ た （第 2 表）．

　摘 心 時 の 摘葉処 理 の 1週 間後 に は 摘葉処 理 した 葉位 の 腋

芽 か ら側枝 が発生 した ．しか し，無摘葉 で は こ の 時期 に 側

枝 の 発生 は な か っ た （第 1図）．

　摘心 時の 3枚以 Eの 摘葉処理 で 側枝数 は 有意に 多 くな り，

有効側枝数 も多か っ た （第 2 表）．

3．摘心 時 の葉 の切 除部位が ハ ボ タ ン の 草姿 に及ぼ す影響

　 （試験 3）

　摘心 時 の 葉 の 切 除 部 位 に よ っ て 草丈，分 枝位 置 に 有意 な

差 は な か っ た （第 3 表），平 均側枝長 は 葉身 と葉柄 の 切除処

理 に よ って 8．5cm とな り，有意 に 短 か っ た ．

　側枝数 は 摘心 時 の 葉身 と葉柄 の 切1余に よ っ て 無処理 と比

べ て 有意 に 多 く，有効 側枝数 も他 の 処理 に 比べ て 有意 に 多

くな っ た．

4．摘葉処理 が 品 種別 の 側枝発生 数に 及ぼす影響 （試験 4）

　無 処 理 の 有 効 側 枝 数 は 品 種 に よっ て 異 な り
‘
初紅

’
は 2．1

本 で 最 も多 く，初 夢 は 1．6 本 で 最 も少 なか っ た （第 2 図）．

　摘心 時 の 3 枚 摘葉処 理 に よ っ て 　駿河 の 初 日
’
，

‘
冬紐 ，

‘
初紅

’
お よ び

‘
初 夢 の 有 効 側 枝 数 は 無 処 理 に 比 べ て 肩意

に 多 くな っ た （第 2 図 ）．また，
‘
初 紅

’
，

‘
初 夢 　の 有効側

枝数 は，
‘
ム ー

ン ラ イ ト
’
，雪 あか b

’
と比べ て 有意 に 多

か った ，

考　　察

結　　果

1．摘心時期，摘心強度が ハ ボタン の 草姿 に及 ぼす影響

　 （試験 1）

　草丈 は鉢 上 げ4 週問 日の 強摘 心 に よ っ て 19，7cm とな り，

　 ハ ボ タ ン を地 植 え栽培 した 場合 に ば，摘心 に よ り7 本程

度 の 側 枝 が得 られ る こ とが 確認 さ れ て い る 〔大 江，1985）．

し か し，直径 7．5cm の ポ ッ ト で 栽 培 し，摘 心 し た 場合，側

枝 数 は 2木 程 度 と少 な く，9cm ポ ッ ト で 栽 培 した 場 合 に お

N 工工
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い て も同様 の 傾向が 認め られた （デ
ー一

タ 略）．サ ル ビ ア 類 に

お い て は，直径 6 〜9cm の ポ ッ ト で 栽培 した 場合，頭 hか

ん 水 した 際 の 側枝数は ポ ッ ト サ イ ズ が 小 さい ほ ど 少ない

が，マ
ッ トに よ る底面 か らの 常時給 水 を し た 際の 側枝数 は

ポ ッ トサ イ ズ に 影響 を 受 け な い 傾 向が 認 め られ て お り （斉

藤，1999 ），根域 が 制限 さ れ た ポ ソ ト栽培 で 生 じ る 養 水分 ス

ト レ ス に よ り，ポ ッ ト苗 の 側枝数は 減少 す る と 考え られ る．

ハ ボ タ ン に お い て も，ポ ッ ト栽培 時 の 養水 分 ス ト レ ス が側

枝 の 減少 を助長 す る と考 え られ，ポ ッ ト 栽培 に お げ る側 枝

増加 技 術 の 開 発 は 重 要 で あ る．

　側 枝数 の 増 加 に，摘心 強 度 の 影 響 は 認 め られ なか っ た が，

摘 心 時 期 の 影響 は 認 め られ，鉢 Eげ 4 週 間 後に 摘 心 し た 場

合 の 側 枝 数 は 有 意 に 多 くな っ た．摘 心 時 に 葉 身 の み ，ま た

ぱ ，葉 身 と葉柄 とを 切 除 し た 場 合，側枝 数 は 3本 以上 とな

り，葉身な い し 葉身 と葉柄を 切除す る こ とで 側枝数 は 増加

す る こ とが 明 らか とな った．し か し，柴身の み を切 除 し た

場合，有効側枝数 は L9 本 と少 な く，葉柄を 含め た 全葉 を

切除 し た 場合に 有効側枝数が 2．9本 と有意 に 多 くな っ た ，こ

の こ とか ら，全葉摘葉は 腋芽萌芽 と側枝伸長の 促進 に 有効

な 方法で あ る と 考え ら れ た ，

　側枝伸長 に 先立 つ 腋芽 の 萌芽 を 促進す る 要 因 と し て，

オ
ー

キ シ ン の 減 少．サ イ ｝・カ イ ニ ン の 増加，ABA の 関与

〔Shimizu−Sato。Mori，200D な どが 指摘 され て い る．ク ワ に

お い て 摘心 時に 摘葉 し た 場合，腋芽の 萌芽が 促進 さ れ，側

枝数 が 多 くな る こ とが 認め られ て お り．葉身で 生 産 され る

オ
ー

キ シ ン の 作用 に よ っ て 腋 芽の 萌芽が 抑制 され て い る と

考 え られ て い る （鈴木
・河 野，1987）．本 実験の ハボ タ ン で

は ，葉身の み 切除 し た 場合側枝数 が 多 くな っ た が有効側枝

数 は 葉柄 ま で 切 除 し た 場 合 と比 べ て 少 な く．葉身中の 植物

ホ ル モ ン や 同 化 産 物 と の 関連 以 外 に 腋 芽 萌芽 と側 枝伸長 を

促 進 す る 要 因 が あ る と考 え ら れ た．

　 摘 心 時 の 3枚摘葉 処 理 に よって 発生 す る・自効 側枝 数 は 品 種

に よ って 異 な り，摘葉 に よ って 有効側枝数 が 増加 し な い 品種

が 認め られ た 〔第 2 図）．ポ イ ン セ チ ア に お い て も，側枝数

に は 品種間差 が 認め られ，側枝数 の 少な い 品種 に お い て，摘

葉が 側枝数 に 及 ぼ す影 響 は 認 め られ ず （Stimart，1983），側枝

数 は 品種特性 に 起因す る 部分 も 大きい と思 われ る．従 っ て，

実用的に は 摘心 時 の 全 葉摘葉 に よ っ て 腋芽萌芽が 促進 さ れ

る 品種を 選定す る こ と が重要 で ある と考 え られ た．

　 腋 芽 の 萌芽 に ょ っ て 発 生 し た 側枝の 中 で ，栽培期間中に

仲長 が 抑制 さ れ る 側枝 が あ り，結果 と し て ，い ず れ の 処 理

に お い て も側枝長が 5cn1未満 と な る 側枝が 認め ら れ た ．摘

心 後，新た に 優勢 と な る 側枝が オ ー
キ シ ン を生産 す る こ と

で ，他 の 側枝 の 伸長を 抑制す る モ デ ル が 提 唱 され て い る

（Sh“nizu −Sato・Mori，2000 ．試験 2 に お い て，1枚摘葉 し

た 場 合，有効側枝が 最 も少 なか っ た が，こ れ ぱ，ハ ボ タ ン

に お い て も，摘葉に よ り早期 に 伸長 し た 側枝が 頂 芽優勢性

を 獲得 し，他 の 側枝 の 伸長 を抑制 し た 結果 と考 え ら れ た ．

従 っ て，施肥量 の 調節や 化学物質 の 処理 に よ っ て，萌芽 し

た 複数 の 腋芽 の 生育 を均
一

に す る こ と が で ぎれ ば，有効側

枝数 は 増加す る と考え られ，摘心 時 の 全葉摘葉 に よ る 有効

側枝数 の 増加効果 を 広範 な品種 に 適用 す る こ と が で ぎる と

思 わ れ る．

　以 上 の 結 果 ，
7 月 上 旬に 播種 し，鉢 上 げ 4 週 問 口 に 強摘

心 し，摘 心 時に 3 枚 の 全 葉摘葉 を 行 う こ と で
，
3 本 の 側枝

を有 し，草 丈 と側 枝 の 均 整 が とれ た お ど り仕 立 て ハ ボ タ ン

を育 成 で きる こ とが 明 らか とな っ た．また，本 方法 に よる

お ど り仕 立 て ハ ボ タ ン 生 産 に 適 す る 品 種 と して 駿 河 の 初

］［
’
，

‘

冬紅
’
，

‘
初紅

’
お よ び 初 夢

’
を選 定 し た．

摘 　　要

　 お ど り仕 立 て ポ ッ ト ハ ボ タ ン の 仕 、：［：て 技 術 の 開発 を 口的

と し て ，ハ ボ タ ン の ポ ッ ト栽培 に お け る 摘心 時 期，摘心 強

度，摘心 時の 摘葉枚 数，切 除 す る葉 の 部 位 の 違 い お よ び 姑

種 が 草姿 に 及 ぼ す影響 に つ い て 検討 し た．初 夢 　を 供試

し，7 月上 旬 に 播種 し た 場合，強摘 心 す る こ と で，分枝位

置が低 く，鉢 Eげ 4 週問 目に 摘心 す る こ とで，側枝長が短

くな り，コ ン パ ク トな 草姿 と な っ た，さ らに，摘心 時 に 葉

身 と 葉柄 を 含 む 全葉を 摘 心 後 の h位葉位 か ら 3 枚摘葉 す る

こ と で ，側 枝数 が 3 本 程 度 と な る こ と が 明 ら か とな っ た ．

摘葉 に よ り 側枝数 の 増加 が 認 め ら れ た 品 種 は
‘
駿 河 の 初

日
’
，

」
冬紅

’
，初 紅 　お よ び 初 夢 　の 4 品種 で あった．
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